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クで調査をしたときには 20歳代前半で、陸軍歩兵上等兵として歩兵第 29聯隊第 8中隊に所属し
ていた。現地でこの調査を終了した後、大正 13年（1924）1月、ある家の婿養子として北海道
に渡ったと記録されているが、その後の消息については全くわかっていない。
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から翌年 6月までの約 1年間と思われる。このとき儀佐久の書き留めた内容は、第 7師団 25聯
隊が編集したものを筆写したのではないかと推測している。
表 1　1880～1926年：極東ロシアの人口構成







































◇大正 9年 3月以降に於ける尼港の状況 


















































カタカナ表示 カタカナ表示 漢字表示 漢字表示
ナウノモフ タンボスコエ 石川少佐 多門支隊
ナウーモフ チイルマノフカ 石川海軍少佐 後藤討伐隊
カブサン チイヌマフカ 水上大尉 川口牧場
ニヨール商会 チンヌマフカ 後藤大尉 倉持討伐隊
トリヤビーソイン 中尉トーカレフ 三宅少佐 臼井中将
トリヤビーツイン 要司令官メトロエビス 水上隊 中村、河村通譯
トリヤビーチン 大隊長ウヰチ大佐 石川隊 萩原福壽
トリヤピーチン ウヰオ大佐 石川大隊 室本上等兵
クレスト トーレカフ中尉 窪内通譯 鹿島軍曹
ニッタ トーカナ中尉 志井工兵上等兵 岡本伍長
バルゲザンアームル カキンスカヤ 高田主計 廣木軍曹
アームル カキンスカヤブフタ 高内主計 井上伍長
バルサン第四聯隊 軍使ネルマウ 後藤隊 大場軍曹
支那人バルチサン聯隊 使者オルヌウ 倉持准尉 栗原軍曹
バルチザン チネラフ 田山特務曹長 平井軍曹
バルチサン チエツクスロワツク 山根工兵一等卒 磯原、荻原、中山、丸
ニチエル チナラ警備隊 河本中尉 荻原、栗原、益子
リウム チネイラウ警備隊 倉持軍曹 荻原、武、天呉、野田
チヌイラフ・チノイラフ 民会々長ニッキ 塚本中尉 荻原、場立、野田
エーメリ チノエラフ 小野井特務曹長 磯山、坂入
ニーナ 将校ドーカロフ 石田領事 小島、檜尾
ソンスト ニコライフスク 三宅海軍少佐 磯山、塩沢
副首領ラウダ カムラ方面 喇叭長鈴木軍曹 井上、荻原
副首領ラブタ リナヤ 通信兵香田一等卒 益子、会津、司、林、川口
インクイント フレコウエッタ 河村通譯 原、須加田、高瀬、勝田
コロニヤブロカチエン ニコライフスク 哈府山田旅団長 小堀
バルチ ボリシミハイロスコエ 内田一等軍医 田山特務曹長、澤辺上等兵、軽部上等兵、萩原福壽










































　（イ） 尼港派遣隊  
本部、将校同相當官（養任通訳一有）共下士　六　馬丁二、  
第十一中隊将校準士官　　四　　下士卒　一 .二二  


































































































































































































































































































































































































































































































































------　上流百露軍ノ所ニ接近シ居レリト（二十 -----）過軍約五百（朝鮮 -----  
ニテ上流ニ向フ（------）尼港支那人露人 -------ツーアルモニ多シ而シニ支那人  
ハ支那軍艦護衛シ上ルヲ見ル（-----）上流ヨリバルチ二隻下ル来 -------  
尼港ノ小蒸汽船ガ上流ヲ往復スルヲ見ル多分偵察ニ行クナラン出発  
後一時ニテ帰ル（二十三日）  
過軍二十三、四日渡リ反過激派六百以上ヲ監獄ニ投シタリト前日白衛軍将校妻子ヲ殺シアリ
ト（二十四日）  
尼港ノ婦人ハ及老幼者ヲ上流ニ向テ避難セシメツヽアリテ日本軍ノ尼港附近ニ接近セルヲ聞
フ（五月二十四日）
　　　　　　　　　三月十八日露国病院入院患者
　　 　　田山特務曹長　　　　　　12、四、澤辺上等兵　　　　　11、四、軽部上等兵
　　12、四、萩原　福寿　　　　　12、三、笠原上等兵　　　　　機、三、青木上等兵
　　12、三、水上吉之助　　　　　12、三、関川忠之助　　　　　12、三、加倉井一郎
　　12、二、楠木長五郎　　　　　12、二、吉沢　菊一　　　　　12、二、渡辺　香
　　12、二、樫村為之助　　　　　11、二、岡野　　猛　　　　　12、二、箕輪　喜多
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　　　　　　通訳一名
　　　　　　　　　　以上　　十六名
　大正八年七月四日ヨリ同年九月二十三日迠浦塩派遣第一兵站司令部尼港支部ニ服務ス
　　　　　　　支部長　　　陸軍歩兵少佐　　瀬部　和三郎
　　　　　　　支部員　　　陸軍工兵大佐　　荒木　勇五郎
　　　　　　　外支部員　　　　　六名
　　　三月十二日午前二時ヨリ夜襲ス
　　　三月十三日午前一時三十分　負傷ス
　　　三月十三日ヨリ同月十八日マデ陸軍野戦病院尼港分院ニ入院ス
　　　同月十八日ヨリ四月二日マデ露国病院ニ入院治療ヲ受ケ同月十八日
　　　ヨリ四月二日マデ露国食後日本食トナル
　　　　　　　　　　　　河本中尉在獄同胞ニ示スノ書
　　 西伯利亜ノ一角ニモ春風が吹イテ来タ然ルニ諸君ノ胸中ニハ恐ラク春ノ長閉サモ感シナイテ
アラウ私ハ之ヲ思ヒ彼ヲ思ヒ萬感胸ヲ一壓シテ同情ノ謝意奮激為一日モ頭ヲ悩サナイ日ハナ
イノデアル然シ徒ラニ心配スルコトヲ止メヨ私ハ諸君ノ為最善ノ努力ヲスルコトナク飜テ籠
城当時考ヘレハ猛烈ナル砲弾ノ下ニ奮戦シ一人ト雖モ生ヲ欲スルコトナク堅イ決心ヲ以テ居
たコトハ私ハ忘レナイ其ノ功績ハ決シテ空シタナイデアラウ然ルニ二十八日哈府山田旅団長
及露軍代表者等ニ依ル訓令ニ依リ極端ナ戦闘ヲ避ケアラユル戦闘行為ヲ中止スベキコトヲ勧
告シテ来タノデアル私ハ此ニ於テ現在セル将校下士ニ謀リ其ノ一致セル意見ヲ採用シ共ニ平
和ヲナスヘキヲ決心シタノデアル即チ先ノ如ク考ヘタノデアル第一哈府山田旅団長カ今次ノ
戦闘ノ起ルマデノ経過ヲ承知シ今度ノ戦闘カ止ムヲ得サル何等カノ原因ニヨリ起ッタト云フ
ハ此ノ戦闘が将来国家ノ大問題トナリ之ガ為ニ日本ガ露国ト戦闘ヲ開カネバナラヌ又露国バ
カリテナイ支那米国ニ延イテハ独逸辺ニハ世界ヲ敵トシテ戦ネバナラヌト云ウ破目ニ陥ルト
云ウ言ヲ心配シテ居リシト云ウコトが判断出来ル實今日ハ非常ニ悲シイ立場デアルノアル第
一原因デアル  
第二、若シ此ノ際武装解ヲ拒ミ戦闘ヲ継續シタナラバ如何ニ如何ニ戦闘シテモ数日シカ持タ
ナイデアラウ敵ハ十五珊知旧砲二門之ハ要塞ヲ攻撃スル砲デアル勿論兵舎ノ如キハ瞬ク間ニ
破壊サルヽ共ニ野砲が六門兵舎攻撃ノ為ニ準備サシタルコトハ推知サルヽノデアル斯ノ如ク
全滅目前ニ逼リ居リ全滅其ノモノハ誠ニ花々シイ私モ己ニ人トシテハ其ノ名誉ト云實ニ此ノ
方ニ希望シテ居ノデアル然ルニ今回ノ事件ハ日露戦争トハ異リ居留民モ全滅スル軍隊モ全滅
スル其ノ時ハ唯ガ此情報ヲ日本ニ傳フルモノアルカ死シテ犬死デアル彼等又赤衛軍ノ為勝手
ナ事ヲ云フノミデアル之第二ノ理由デアル  
第三、百数十名ノ人命ヲ助ケルコトカ出来るか之カ第三ノ理由テアル私ハ今述ヘタ様ナ理由
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ヲ以テ今回事件ヲ決行シタノデアル決行スルト同時ニ之カ為ニハ勿論一人ニテ全責任ヲ負イ
テアル即チ此事ヲ死ヲ決シカノデル内地帰還後此事件ノ直想ヲ報告シタナラバ諸船整ヲ終テ
私ハ軍法会議ノ命スル處ニ依リ死形ヲ甘ジテ受ケルノデアル而シテ諸君には決シテ少シモ其
ノ責任ハナイノテアル私一人カ全責任ヲ負イテ面モ国家ノ大事及百数名ノ人名ヲ助ケ得タラ
バ私一人の不名誉ハ何デモナイデアルドーカ諸君ハ此ノ意ノアルコトコロヲ掬ンテ軽挙ヲナ
ス様ナ事ナク現在苦痛ニ打勝テ無ノ帰還ノ日ヲ待ツー　　-------  
私ハ今右ニ述ヘタ様ナ決心ヲ以テ居ルノテアル万一生ヲ得テ放浪ノ身トナッタナラバ半生ハ
南洋カ南米ニ向ッテ発展シテ見タイト思ッテ居ル其ノ他ノ点ヤ事業ニ就テハ未定デアッテ将
来イニ研究モ其ノ後決必スルノデアル幸旨ニ賛成スルノモ二、三、名アルニ依テ此ノ人々ト
死力ヲ竭シ理想ノ天地ヲ開カウトスルノデアル而シテ其ノ事業タル千金ヲ得ルノ目的テハナ
イ事業ニ成功シ前半生ノ恥辱ト歴史ノ回復デアルソレニシテコノ尼港ヲ死シテ居留民ヤ英露
ヲ慰メ不具者ヲ救助シタイト思ウノデアル此ノ主旨ニ賛成スル人々ハ勿論（尼港ニ共ニ活動
シタモノ）軍人々タルコト私ノ死力ヲ竭シ此事ヲヤリタイト研究モ勉強シ事業ニ着手 -------
---------（以下不明）
　　　　　　　尼港監獄第五號室ノ壁ニ詠々二題
　　　　　叩く戸べはらへ　むなしくて　蟲の聲
　　　　　　　　　木の雫秋の　幡喜や　月深し
　　　　　曙べ物思う身に　　　　　　叱鵙
　　　　　　　讀む人　河上て
　　　　　　　　　　嬉しさ　　　　　花の影
　　　　　　　　　　　尼港は焼けても
　　　　　　　　　　　　　　　日譯監獄
　　　　　一、尼港は焼けても「チイルーマ」は残る　
　　　　　　　　　　五月二十四日夜間の恨み
　　　　　　　日本男子の書いて
　　　　　　　　　　　　　　残せし河の爪の跡
　　　　　二、尼港は焼けても「アール」の水は
　　　　　　　　　　千歳萬世ありや絶はせぬ
　　　　　　　僕はあなたと　　二世も三世
　　　　　　　固く契りしあの中じゃもの
　　　　　　　　　逸　　題
　　　　　シベリヤの原を流るゝあの黒龍江
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　　　　　　　　　　河の流れは尽きるとも
　　　　　尽はせしぬこのうらみ
　　　　　　　　　　何時かまた晴せてお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くものか
　　　　　　　　　尼港の唄
　　　　　一、鬼のバルチサンニーナが憎い
　　　　　　　　　　　　女参謀もあるものか
　　　　　　　　　　　　　　尼港はさいの世の鬼棲む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地獄　生地獄
　　　　　二、尼港此の世の鬼棲む地獄
　　　　　　　　　　　　　　　五月二十四日の生地獄
　　　　　　　　　　憎いバルチサン奴の話聞くさい身がよろち
　　　　　三、どうせ北の世は宿世の像だ
　　　　　　　　　　　　君は尼港で御国の為めよ
　　　　　　　　　　死んで悲しや目と涙の暈さくだ
　　　　　　　　　　　　歩兵第廿九聯隊第八中隊　陸軍歩兵上等兵　平間　儀佐久
　　　　　　　　　　　　　大正十年六月薩哈嗹洲に派遣セラル
　　　　　　　　　　　　　大正十一年六月帰還
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀念紀事
98 平間　義春、荒武　賢一朗：宮城県で発見された尼港事件の記録
大正拾年薩哈嗹洲尼港ニ派遣セラル
　　　　　　調査
　　　　　　　　　紀念紀事
　　　　　　　　　　　　平間儀佐久
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【付記】
　本稿は、平間義春が 1／3／4を、荒武賢一朗が 2を主担した。翻刻全体および解説文の調整は荒武がおこなった。
